
2�平成28年11月号

- 海峡の歴史に未来が見える -
海峡に育まれた下関の歴史と文化

下関市立歴史博物館　開館
　11月18日（午後１時）いよいよ歴史博物館が開館します。
この博物館は、旧長府博物館の活動を継承発展するとと
もに、歴史豊かな下関の歴史博物館として、市民の地域
学習や交流人口拡大のために建設しました。

近代
◆廃藩置県から市制施行
◆日清・日露戦争と下関要塞

エピローグ
◆鉄道の開通と関釜連絡船
◆関門鉄道トンネルの開通と
終戦

古代～中世
◆国府施設と山陽道駅館
◆長門鋳銭司と和同開珎　
◆壇ノ浦の合戦と武家政治の
展開
◆南北朝の内乱と守護たちの争覇

中世～近世
◆戦国大名の時代　
◆東アジアとの通交　
◆躍動する人々

近世
◆毛利秀元と長府藩　
　秀元の文武、歴代藩主と藩
政の展開、城下町長府の形
成、清末藩と萩藩
◆海陸交通と交易
　海道と海運、街道と海峡、
港町赤間関の発展と商人、
伊崎新地の開発と越荷方

幕末維新
◆攘夷戦争
　攘夷か開国か、攘夷決行、
下関戦争
◆長州再起への道
　七卿落ちと下関、第一次長州
征討と薩長盟約、激突！小倉
戦争、長州の復権と戊辰戦争
◆幕末英志たちの一大拠点
　下関に集う志高き人々、中山
忠光と下関、高杉晋作と下関、
坂本龍馬と中岡慎太郎 △源平合戦図屏風

△坂本龍馬愛用の飯碗と湯呑

　１１月１９・２０日の２日間は、
キャンドルナイト「彩りの城下
町長府・秋」の開催にあわせ、
午後９時（入館は午後８時３０分）
まで夜間開館します。

※午後５時３０分以降は駐車場を利
用できません

△藤島常興筆　馬関戦争図

　幕末の海峡において繰り広
げられた攘夷戦・下関戦争・
四境戦争をさまざまな資料に
沿って紹介します。
■期１１月１８日～１２月２５日
■料一般１００円、大学生等５０円

企画展「時
と き
代を拓

ひら
く海峡

- 攘夷戦・下関戦争・四境戦争 -

２日間限定！夜間開館

近世・幕末維新を中心に下関の歴史を概観します
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　下関の歴史と文化の概要、市域の文化財、文化施設、
観光に関する情報を提供する無料の展示空間。海峡
の文化財を紹介したパノラマ映像や長府のまち歩き
映像、地域史関係図書などを用意しています。

　歴史博物館が所蔵する博物館資料、市内各施設や
史跡などの情報を画像と併わせて簡単に検索するこ
とができます。

ガイダンス交流室
情報検索コーナー

エントランスホール

●開館時間＝午前９時３０分～午後５時（入館は午
　　　　　　後４時３０分まで）
●休館日＝月曜日（祝日を除く）、年末年始
●観覧料
　【常設展示】一般２００円（１６０円）、大学生等１００円（８０円）
　【企画展示】一般１００円（８０円）、大学生等５０円（４０円）
　※（　）内は２０人以上の団体料金
●駐車料金＝最初の２時間まで１時間ごとに１００円
　※２時間以降、30分ごとに１００円
●駐車台数＝一般用２６台、身障者用２台 歴史博物館未公認キャラクター

たなカール先生■問下関市立歴史博物館（☎241–1080）

利用案内

企画展示室

芝生広場

常設展示室
　常設展示のテーマは「海峡に育まれた下関の歴史と文
化 -海峡の歴史に未来が見える」です。海峡は海陸交通
と文化の十字路であり、新たな文化と次代を創出しま
した。そのため海峡
で起きたさまざまな
出来事などを積極
的に取り上げていま
す。皆さんが海峡の
歴史に学び、明日の
下関を考えることが
できるよう構成して
います。

　さまざまな歴史的事象や人物などに
焦点をあてた企画展示や特別展示を開
催します。

企画展示室
常設展示室

ガイダンス
交流室
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「新たなまちづくり元年」の決算
平成27年度
一般会計決算

歳入　1,257億   916万   972円
歳出　1,227億5,384万6,308円

　住民が地域の活動に主体的に関わり、地域活性化に取り組む「住民自治
によるまちづくり」を積極的に推進するため、地域サポート職員制度、ま
ちづくり協議会設立・運営・活動補助金制度を構築し、「まちづくり協議
会」の設立などに対する人的支援、財政支援を行うとともに、住民自治に
よるまちづくりシンポジウムを開催しました。

まちづくり

　新規就農者を受け入れた集落営農
法人などの法人に対する定着支援給
付金の支給、独立・自営就農希望者
への青年就農給付金の支給を行うな
ど、新規就農者の確保・育成に取り
組みました。

　市役所本庁舎に来庁する方の駐車場需要
に対応するため、立体駐車場を新設しまし
た。豊田総合支所は建て替えを終え、供用
を開始しました。

　結婚や出産などの事情で離職して
いる女性求職者を対象として、職場
体験やマッチングイベントを実施す
るなど、きめ細やかな雇用対策・就
業支援を行いました。

主な取り組み

庁舎整備

産業振興

農林水産

支　出
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下関市の預金

■問財政課（☎231–1160）

名　　称 H26年度 H27年度
預金残高（基金残高） 233億4,675万5千円 218億2,114万6千円
住民一人当たりに換算 8万5千円 8万1千円

名　　称 H26年度 H27年度 割　合
食費・教育費・公共料金・生活
用品費など（人件費・物件費） 12万5千円 12万7千円 28%

医療費（扶助費）★1 9万8千円 9万9千円 22%

ローン返済（公債費） 5万円 4万9千円 11%

子への仕送り（繰出金）★2 5万4千円 5万5千円 12%

交際費など（補助費等） 4万5千円 4万6千円 10%

家の修繕・改築など
（投資的経費）★3 6万3千円 7万2千円 16%

預金（積立金） 4千円 4千円 1%
合　　計 43万9千円 45万2千円 100%
★1…医療費（扶助費）が増えた理由は、社会保障関係費が増えたことが
大きな要因です。これは、年々増加傾向にあります。

★2…子への仕送り（繰出金）が増えた要因は、国民健康保険、介護保険
などの特別会計に対する繰出金が増加したためです。

★3…家の修繕・改築など（投資的経費）が大きく増加した要因は、新ご
み焼却施設、市役所本庁舎、歴史博物館、教育センターの整備が進
んだためです。
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　道の駅「北浦街道 豊北」
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　道の駅「北浦街道 豊北」において、
新鮮な魚介類の安定供給、観光バス
の増に対応するため、活魚水槽と休
憩所棟を整備しました。

　奥山工場の新ご
み焼却施設が完成
しました。高効率
ごみ発電により、
さらなる循環型社
会の形成を図りま
す。また、旧焼却
施設の解体跡地を

　教育の中心施設として、教育委員
会事務局と教職員の研修・研究機能、
教育相談機能を併せ持つ教育セン
ターを整備しました。
　学校運営に地域の声を取り入れな
がら、みんなで子どもの教育環境を
整えていくため、全ての小・中学校
にコミュニティ・スクールのコー
ディネーターを配置しました。

　地域包括支援センターを
12カ所に増設し、地域の高
齢者に対する支援体制を充
実しました。
　子ども・子育て支援新制
度の開始に伴い、放課後児
童クラブの対象児童の拡

利用した再資源化
物を一時保管する施設（ストックヤード）を整備するため、
各種調査を行いました。

大、開所時間延長や市独自の保育料軽減対策を行いました。
　妊娠・子育てサポートセンターに母子保健コーディネーター
を配置し、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を開
始し、サポート体制を強化しました。

環　境

観光振興

教　育

収　入

下関市の借金

保健・福祉

新鮮な魚介類を提供するための水槽

名　　称 H26年度 H27年度 割　合

給料（基本給）（市税）★4 12万4千円 12万3千円 26%

給料（諸手当）（各種交付金・地方交付税） 12万2千円 12万7千円 27%

パート収入（分担金・負担金・使用料・手数料） 1万9千円 1万8千円 4%

親からの援助（国県支出金）★5 9万2千円 9万7千円 21%

ローンの借入（市債）★6 4万8千円 6万円 13%

預金引出（繰入金）★7 1万3千円 9千円 2%

不動産収入・利子（財産収入・諸収入など） 1万9千円 1万7千円 4%

前月の残り（繰越金） 1万3千円 1万2千円 3%

合　　計 45万円 46万3千円 100%

名　　称 H26年度 H27年度
借入金現債高 1,311億3,753万4千円 1,356億１,542万6千円
住民一人当たりに換算 47万9千円 50万円

★4…給料（諸手当）が増えた理由は、地方消費税交付金が増えたことが大きな要因です。
★5…親からの援助が増えた理由は、廃棄物処理施設整備交付金、施設型給付費負担金、地域活性化・地
域住民生活等緊急支援交付金の増加などが大きな要因です。

★6…ローンの借入が増えた理由は、新ごみ焼却施設、市役所本庁舎、歴史博物館、教育センターの整備
などが大きな要因です。

★7…預金引出が減った理由は、基金の取り崩しが減ったことが要因です。
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